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パラメディカノレ領域で使用される解剖学の教科書の多く法医学生用の解剖書の
ダイジェスト援であり， その図版も龍略化されすぎていたり，余りに小さかった
りする嬢みがある。数年間，看護系の学生に解剖学を教えた経験から，治療行為J
として人体にメスを加えることの註い者にとっては余ラ重要で、はない深部の動静
寂， 神経の走行や各臓器の細かな形態学的な記載はできるだけ省いて簡潔iこし，
むしろ体表面近くにある血管，神経，n建および筋肉などの走行とそれらの局在的
註量関係， 個体差などを機誌面も含めて詳述する必要があるように思われる。
本書は看護学生を?まじめとするパラメデ、イカル領域の学生および美術， 体育学
の学生を対象とした肉眼解剖書である。塁学で装う方向や位置を表わす用語など
を要額よく解説しである序章に続いて，外皮系，骨務系， 関節と靭帯，務肉系，
神経系，感党器系， 消化器系，心綴血管系， リンパ系， 呼吸器系，泌尿器系，生
殖器系および内分秘腺の14章から構成されている。本書の替徴は， 570設もの留が
使われていることから解かるように，大きくて理解しやすい解器図を縦横に駆捜
して，解剖用語を最小限にとどめた簡諌な説明文で人体の構造を「理解できる」
ょう iこ工夫されていることにある。更に，各章の冒頭には学習語的が挙げてあり，
章末には復習のための演習問題も付されており， 読者にどこが重要点なのかを把
かみやすくしている。また， 臨床志用として各臓器に起こる病変の内の主なもの
も解説されており， 医学生が試験の前に知識を整理するのにも充分役立つと思わ
れる。図版辻 Urban & Schwarzenberg社から出版されている Benningho宜ら
の Lehrbuchde主 Anatomie des Menschen，Sobottaらの Atlasof human 
anato臨 y あるいは Toldらの AnatomischerAtlasなどの著名な解部書から転
載されたものであ予，単名ないし多色剰の立体的で蕗場感塗れる図ばか予であ
る。人体解剖実習を行う機会の誌とんどないパラメデイカル領域での解剖教育?こ
は， これを祷うものとして大きくて写実的な図版が不可欠である。内容の割には
廉伍である本書が英文を読むのに不潰れな読者層iこも広く活用されるために， 日
本語版が出版されることを強く切望する。(徳、永叡〉
〔千葉医学， 57，262，1981J 
